
白川町教育委員会だより ＮＯ.２ 令和５年５月１日

令和５年度が始まりました。４月５日と６日に町内保育園で入園式が、４月７日には小学校と中学校で入学式が行
われました。保育園、小学校、中学校とそれぞれ年齢に違いはありますが、式に臨む緊張感は変わりません。式の最
初はとても硬い表情でしたが、名前を呼ばれて大きな返事をすると、緊張が解けたのでしょうか。なんともさわやか
な笑顔がこぼれました。町内各地でたくさんの笑顔の花が咲く素敵なスタートとなりました。

この４月に白川町内では、保育園に１６人、小学校に３２人、中学校に４１人が入園・入学し、計４６２人の園
児・児童・生徒が、新しい目標をもって頑張り始めました。町内の園や学校では、１４９名の教職員（教諭、講師、
支援員、保育士等）が、子どもたちの成長を支えていきます。しかし、園や学校だけでは子どもの成長は限られます。
「白川を愛し、たくましく心のあったかい子」を育てるためには、地域の皆様のあたたかなご支援こそが、大きな力
となります。今後ともふるさと白川を基盤とした教育推進に、ご理解とご協力をお願いします。

小学校では１年生を迎える会が行
われました。１年生が安心して学
校生活が送れるようにと願いを込
めて、上級生が会を企画しました。
学校の紹介や手作りのプレゼント、
全校児童でレクリエーションなど、
笑顔あふれる会となりました。

黒川中学校、毎年恒例の
全校写真撮影。今年は鯉
のぼりの前で笑顔いっぱ
いです。
中学校では１年生を迎え
る生徒会入会式が行われ
ました。自分たちの手で
よりよい中学校生活を創
り上げるために、先輩か
ら思いが伝授されました。



鶯のさえずり（「ひとなる」編集日記）
自然豊かな白川町。桜の花びらが舞い散る桃色から、美しさと力強さを兼ね備えた緑色への切り替わりを楽しむ毎日です。時を

同じくして、我が家の庭も見事に緑一色に。雑草の生命力の強さを痛感するとともに、日々の忙しさにかまけて家のことが何もで
きていない自分に気が付きました。今年のG.Wはいろいろな意味で家族のために奮闘することを決めたＫ鶯なのでした。

白川町では、自然体験、伝統文化体験、福祉体験、森林活動体
験、農業体験、環境保全体験など、各地域の特色ある体験活動を
充実させ、ふるさとを心に刻むことを大切にしています。
今年度も、各地域で様々な体験活動が計画されています。４月

２８日には、佐見小学校で全校田植えが行われました。地元の達
人であるふるさと先生を招き、田植えの手ほどきをうけます。子
どもたちはドロドロになりながらも、作物を育てることの大変さ
とともに、命を育むことの喜びを体感することができました。

令和５年４月１日より道路交通法が改正され、自転車利用者の
ヘルメット着用が努力義務化されています。４月２５日に、黒川
中学校で交通安全教室が行われました。加茂警察署と黒川駐在所
の方に、自転車の乗り方について指導して頂きました。グラウン
ドにコースを作り、様々な場面における危険察知や安全な乗り方
について教えてもらいました。今後、事故のない、安全で安心で
きる登下校や、普段の生活を心がけていきます。

第６回：部活動変遷の歴史（白川中学校② H20～２８年度）

総合型地域スポーツクラブの理念は、「多世代」、「多種目」、「多志向」ですが、平成20年度
設立のチャオ白川スポルトクラブは主として白川中学校の部活動の「延長練習」や「土日の練習」
がこれに該当しました。（その他にはチアダンスなども始まりました。）
スポルトクラブ事務局ができ、活動計画、指導者の委嘱、会費の徴収、保険加入などが組織的に
進められました。その取組もあって、部活動（スポルトクラブ）は活気づき、県・東海大会はもと
より、平成21年には白中剣道部(女子)、平成25年には白中女子ソフトボール部が中体連全国大会に
出場するなど輝かしい結果が出ました。

指導は教職員と地域指導者で行っていました
が、教職員は通常の部活に加え、「延長」も
「土日」も欠かさず参加していたため、保護者
との連携も強まる一方、部活指導にかなりの時
間を奪われていました。

平日

・１６時～１７時は部活動

・週４日（月・火・木・金）

・水曜日は実施しない

・１７時～１９時はスポルト

・週２日まで

土・日

・原則、スポルトとするが、部活動扱いも可

・原則、半日練習（ただし、遠征の実施も可）

・原則、第三日曜と第四土曜は実施しない

各学校で授業参観とPTA総会、懇談会が行われました。４月、新
しい学級がスタートして初めての参観日。子どもたちだけでなく
先生方にも緊張が見られましたが、どの学級からもとても元気な
声が聞こえてきました。これまで、コロナ感染対策のため、オン
ラインでの授業参観をしたこともありました。非常に便利である
一方で、人と人とのぬくもりや活気を感じられない苦しさもあり
ました。改めて対面のよさを感じるとともに、今後は対面とオン
ラインのハイブリッドについて考える必要性を感じました。


